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■糖尿病看護認定看護師の活動

■ごあいさつ
2月のお知らせ

■外来基本診療体制

http://、Zww.lllatSunanli― hsp.or.jp/

写真 :医事課 加藤 康昭

κケ剰 む由系インキではなく、環境に優しtゝ豆油を使用したインキで印刷してしはす. 再生紙を使用しています。



①日本看護協会認定

糖尿癒 萎 認定看護師 山 田  吉 子

糖尿病看護認定看護師の山田です。よろし<お願いいたします。

私は社団法人日本看護協会看護研修学校 (東京 。清瀬市)で、半年間の研修を受け、

平成 19年7月 に糖尿病看護認定看護師の資格を取得しました。

私が糖尿病看護認定看護師を目指した理由は、平成 12年に生活習慣病管理部に配属と

なり、糖尿病教育入院後の継続支援に取り組み始めたことにあります。糖尿病の治療は

長期で一生続<事から、「継続する事はなかなか難しい」と言われる患者様と家族の万

の療養生活のお役に立ちたいと思つたからです。
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私の院内活動は、
生活習慣病管理部を拠点に部長を林副院長とし、その他、栄養科・薬剤部 。リハビリ

テーシヨン科 。検査室 。眼科 。□腔外科の兼任スタッフとチームを組み、当院で加療す

る全糖尿病患者の管理、外来・入院系糖尿病教室の企画運営、糖尿病療養指導入院の企

画運営、院外患者関連施設との接触、交渉、連携、患者会運営など、当院における糖尿

病関連の業務をコ 。メディカルスタッフのチームリーダーとして、総スタッフ約30名 と

行なっています。

病棟看護師とは、

入院糖尿病患者様のケアを双万から行い、外来受診になつてからは、診察時の会話や

待ち8寺間を利用し悩み事などにアドバイスを行い、院内を横断して入院から外来を通し

た継続看護に取り組んでいます。在宅療養においては患者様とその家族が安心して生活

を送っていただけるように訪間看護師とも連携しています。

院外活動としては、

糖尿病地域連携バス活用のスムーズ化に取り組んであります。また、連携先のコ 。メ

ディカルスタッフと「含同セミナー」を開催しご紹介いただいた患者様のその後の様子

や支援方法などの意見交換を行つています。
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糖尿病をもつ患者様が、その人らし<持てる力を発揮し、

生き生きとした人生を送るためには、ご自身にあつた自己

管理方法を選択し、生活の中に取り入れて行<事が大切で

あると思います。そのため、私は患者様と触れ合う機会を

大切にしながら患者様と共に考え、専門的な技術を用いて

療養生活のアドバイスをさせて頂<事が、糖尿病看護認定

看護師の役割であると考えています。何があ困りの事があ

りましたら、どうぞ気軽に声をかけて<ださいね。 糖尿病療養指導
2週間コース受講者の会にて
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外 科 福田 恵子

皆さんこんにちは。私は平成17年に福丼大学を卒業し、名古屋市立大学病院で2年間

の臨床研1多終了後、心1蔵血管外科、呼吸器外科、乳腺内分泌外科、小児外科で研修を

行い、今年1月から外科に着任いたしました。

外科というと痛いところ、悪いところを豪1央 区切つて、つないで、というイメーブ

がありますが、最近は患者さんにより負担をかけないような手術が数多<行われるよ

うになつてきています。

消化器外科の分野でも腹腔鏡手術に代表されるような小さな傷跡で早<日常生活に

復帰することを目指す手術が増えてきていて、日々技術の向上に努めな<て はなりま

せん。

外科は、実はとても繊細な分野なんだと思っています。患者さんの体 |こ メスを入れ

る、ということは大きな責任を負うことになり、元気になつて退院される姿を見ると

それだけでもとても嬉じ<、 こちらもまた元気を頂<といつた感じで、私はそこに外

科の魅力を感じています。

さて、私の今の状況はというと、新しい環境の中でまた気持ちも新たにして診療に

あたっていますが、大学病院との違いを日々実感しております。慣れない事も多<、

みなさんに助けていただいている部分がまだまだ多いのですが、患者さんをはじめみ

なさんから早<信頼されるよう努力して参りますのでよろし<お願いいたします。

盆 お,5じ
■糖 尿 病 教 室 ※糖尿病が気になる方はどなたでも気軽にご参力B下 さい。

◎毎週水、金躍日、5階病棟ディールームにて 午後1時～2時

交 通 の ご 案 内
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